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【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｂ   9/067    (2012.01)
   Ｂ６５Ｂ  51/10     (2006.01)
   Ｂ６５Ｂ  51/30     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月26日(2021.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　密封段階において包装材料のチューブの密封バンドと相互作用するように構成された密
封セクションと、
　前記密封段階において前記包装材料のチューブの前記密封バンドに隣接する第１の領域
と相互作用するように構成された包装容積制御セクションと、
を備え、
　前記包装容積制御セクションにインサートを保持するためのソケットが設けられ、
　前記ソケットに、前記インサートを所定の位置に保持するためのソケット突起が設けら
れ、
　前記ソケット突起が、前記包装容積制御セクションの面法線に垂直な摺動方向に延在し
、
　前記ソケットが、前記密封セクションの反対側に配置されたセクションを介してインサ
ートを受けるために配置されている、
密封部材。
【請求項２】
　前記密封バンドに隣接する第２の領域と相互作用するように構成されたチューブ制御セ
クション
をさらに備え、
　前記第１の領域及び前記第２の領域が、前記密封段階において前記密封バンドのそれぞ
れの側に配置されており、
　前記チューブ制御セクションに、付加的なインサートを保持するための付加的なソケッ
トが設けられている、
請求項１に記載の密封部材。
【請求項３】
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　前記密封部材が誘導子をさらに備える、請求項１又は２に記載の密封部材。
【請求項４】
　密封段階において包装材料のチューブの第１の領域と相互作用するように構成された凸
状部分と、
　前記ソケットに配置されるように構成された第１のセクションと、
　前記第１のセクションの頂部に配置されて、前記第１のセクションからオフセットして
配置された第２のセクションと、を備え、
　前記インサートが、請求項１～３のいずれか一項に記載の密封部材のソケットに保持さ
れるように構成されている、
インサート。
【請求項５】
　前記インサートに、前記ソケットのソケット突起と相互作用するように構成されたイン
サート突起が設けられている、
請求項４に記載のインサート。
【請求項６】
　前記インサートが、包装容積制御セクションの前記ソケットで保持されるように構成さ
れている、
請求項４又は５に記載のインサート。
【請求項７】
　第１の密封部材と、
　第２の密封部材と、
を備え、
　前記第１の密封部材に、誘導子と、前記密封セクションの活性表面とが設けられており
、
　前記第２の密封部材に、密封段階において逆圧を提供するための少なくとも１つの圧力
パッドが設けられ、
　前記第１の密封部材及び前記第２の密封部材がどちらも、請求項４～６のいずれか一項
に記載のインサートを保持するソケットが設けられた包装容積制御セクションを備える、
密封機器。
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